
1872年。開拓使副長官黒田清隆の招きで米国人医師スチュアート・エルドリッジが当院に併設
された医学校で教鞭を執ったのが北海道における西洋医学教育の始まりでした。彼は母国の医学
教育に従い臨床実習をことのほか重視したそうです。
その伝統は今も脈々と続いています。当院は内科と救急科の専門研修プログラムを用意してい

ますが、その根底に流れているのは臨床教育に対する情熱です。
函館は観光ランキングで常にトップに位置する風光明媚な土地柄と美味しい食べ物が特徴です。

夏涼しく、冬暖かい気候。
そして人情も優しいこの街で皆様のキャリアアップを積み上げてみませんか？

住所 〒041-8680 函館市港町１丁目１０番１号
URL https://www.hospital.hakodate.hokkaido.jp/

連絡先(窓口) 管理部医局担当課
0138-43-2000（代表）内線3522,3523

病床数………………     648床
専門研修指導医数…       14人
臨床研修指導医数…       50人
外来患者数…………  1,088人/日※令和４年度（2022年度）実績
入院患者数…………  446人/日※令和４年度（2022年度）実績
給与（月額）………       33万円

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

救救 急急科科 市立函館病院救急科専門研修プログラム

当院はドクターヘリ基地病院でドクターヘリ搭乗の実地研修を通して病院前診療を経験することができます。また、大学
や道内中核の救命救急センターで１年間の研修と地域の病院で３か月の研修を必修としているほか、希望で３か月の他科研
修も可能となっております。

〔連携施設〕
【病院】札幌医科大学附属病院／手稲渓仁会病院／市立釧路総合病院／帯広厚生病院／函館五稜郭病院／北海道立江差病院

市立函館病院

専門研修プログラム

病院データ

病院長から

南渡島

病院長 森下 清文

内内 科科 市立函館病院内科専門研修プログラム

当院は、道南圏の基幹病院であり、内科は、消化器、循環器、呼吸器、脳神経、血液領域を中心として、専門性の高い診
療を経験することができます。また、救命救急センターを併設しており、急性期の疾患を診る機会も豊富です。このような
施設の特徴から、各内科領域に救急医療をも含めた幅広い自由度の高いプログラムを構成することが可能です。

〔連携施設〕
【病院】北海道大学病院/札幌医科大学附属病院／市立札幌病院／函館中央病院／函館五稜郭病院／松前町立松前病院
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